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ほたるいか海上観光試乗会 （４月７日）

栃木県那須塩原市と姉妹都市提携を調印 （３月24日）

４月14日現在
市の社会福祉事業、善意銀行、
教育事業などに、次の方々から
ご寄付がありました。(敬称略)

ありがとうございました
(故) 加藤　勝治（下梅沢）
　　村井　博光（有　金）
　　小橋　信幸（曲　渕）
(故) 辻　　利雄（辰野新町）
(故) 森川　義一（柳　原）
　　古小路唯史（追　分）
　　坪西　芳晴（坪川新）
(故) 稲垣　俊雄（加島町）
　　柿沢　亮夫（坪川新）
　　セレモニープラザ サンサーラ
　　　人形供養料
　　北加積小学校児童会
　　東加積小学校教育振興会
　　匿名３件

 人口と世帯　  18.4.1現在
人　口　34, 182（前月比 －17）
　男　　16, 520（前月比 －12）
　女　　17, 662（前月比 － 5）
世帯数　11, 047（前月比 ＋15）

     ー 3月中の異動 －
　転入　186　　  出生　36
　転出　215　　  死亡　24

 滑川市内の交通事故状況
今　年
（4/19現在） 昨年同期

事故件数 ６６件 ５３件

死　　者 ２人 ０人

負 傷 者 ７７人 ６８人

ま ち の

善 意 の 窓

う ご き

市民ふれあい茶会 （４月９日）

こいのぼりの集い（４月10日）

市スポーツ少年団交流交歓会
（４月８日） 　姉妹都市提携を結んでいた旧・西那須野町が、平成 17 年１月１日に

近隣市町の黒磯市と塩原町と合併し那須塩原市になりました。
　那須塩原市で行われた「那須塩原市合併１周年記念式典」で、改めて
那須塩原市と姉妹都市提携の調印を締結しました。

那須塩原市って、どんなところ？
　那須塩原市は、首都圏から 150kmの栃木県の北部
に位置しています。市の面積の半分は、那須火山帯
に属した湯量豊富な塩原温泉郷や板室温泉郷、三斗
小屋温泉をはじめ、箒川沿いの四季折々に彩を見せ
る塩原渓谷や沼ッ原湿原を代表とした観光の名所と
なる自然豊かな山岳部が占めています。
　残りの半分は、北側を那珂川、南側を箒川に挟ま
れた緩やかな傾斜の扇状地で、JR東北新幹線と東北
本線の那須塩原、黒磯、西那須野の各駅周辺と国道
４号と国道400号沿いに市街地が形成されています。
　また、酪農も盛んで、生乳の粗生産額が本州第１
位（全国第４位）を誇っています。

（那須塩原市ホームページより）

交通のアクセス（カッコ内は所要時間）
●電車で
　JR東北本線　
　　西那須野駅下車（上野駅から約 142 分）
　　那須塩原駅下車（上野駅から約 147 分）
　　黒磯駅下車（上野駅から約 152 分）
　東北新幹線
　　那須塩原駅下車（東京駅から約 72 分） 
●車で
　東北縦貫自動車道
　　西那須野塩原 IC下車
　　　（川口 JCTから約１時間 44 分）
　　那須 IC下車（川口 JCTから約１時間 54 分） 
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　「こいのぼりの集い」が市役所前広場で行われ、あずま保育所の園
児 34 人が市長と一緒にかけ声を合わせながら元気よくロープを引い
て、こいのぼりを揚げました。

　「市民ふれあい茶会」が吾妻町の延
はいつきてい

槻亭と図書館で開かれ、たくさ
んの方が静寂の中の一服を楽しみました。
　また、呈茶サービスは５月から 11 月までの間、月に１～２回ずつ
延槻亭で行われます。


